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障害者自立支援法の施行から1年、三障害を一元化した障害福祉の新たな制度は、

地域で暮らす精神障害者と支援する者にとって大きな変革をもたらそうとしています。

私たちは、「その人の望む生活」をトータルに捉え、自立支援法では補うことができない

当事者にとって本当に必要な支援のあり方を追求したいという考えのもと、この度

『精神障害者地域生活支援とうきょう会議』を正式発足させることにしました。

東京で生活する精神障害者の支援をテーマに、従来の団体や種別、当事者と支援者

という枠を超えて、1人ひとりが結びつき、点が線となり面を成すことで、

東京の新しい力が更なる精神障害者の支援活動の充実につながることを望みます。

『とうきょう会議』の活動に、ひとりでも多くの方にご参加頂けましたら幸いです。

2007.07.21

正式
発足

13:00 open
13:30 start
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東京都三鷹市上連雀4-14-1　℡/0422-44-5331
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法専寺前
交差点

(土)

第一部
設立総会

第二部
リレートークによる
“東京の課題”

参加費 無料
事前の申込みは不要です。
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土屋　真理子(コットンハウス、フレンズ）山神　敦(支援センター　アゼリア）

二村　優子(こうじや生活支援センター）柳田　将志(稲城市精神障害者地域生

活支援センター）伴　麻子　原　久美子　山内　玄太郎(稲城市精神障害者生活

支援センター)　石垣　優子(いちごLiving)　長谷川　千種(烏山病院)　杉江　由

佳((福)マインド八王子　リサイクルわかくさ)　八木沼　恵子((福)アムネかつし

か　さくらハウス)　花崎　恵美子(NPO法人わかくさ福祉会　地域生活支援セン

ターあくせす)　由良　洋子(共同作業所リフレッシュクラブ)　河野　文美(えど

がわ悠人会グループホーム　遊牧舎)　塩田　宗光(NPO法人　色えんぴつ)　松

岡　裕美(東京医科歯科大学医学部付属病院　精神科医デイケア)　濱口　正義

((福)プシケおおた　かまた生活支援センター)　能執　千亜紀(地域生活支援セ

ンター　MOTA)　小佐野　啓(グリーンウッド)　友利　幸湖((福)結の会　オフ

ィスクローバー)　渡辺　信子(NPO法人友訪　コミュニティールーム友訪)　三

島　瑞子(NPO法人　狛江さつき会)　宮本めぐみ(めぐはうす　地域生活支援セ

ンター　MOTA)　半田　久代(クレインハウス　GHつる)　近藤　淳(このはの家)

吉田　明日香(NPO法人　えどがわ悠人会　悠歩)　樋口　徹郎(たんぽぽの家）

舎(東京武蔵野病院))　吹田　貴代(東京医科歯科大学付属病院)　曽雌　洋子((福)

マインド八王子　ピアわかくさ)　渡辺　禮司(東京都精神保健福祉ボランティア

連絡協議会)　長南　宏美(地域生活支援センター　パティオ)　羽生香保子　鈴

木　美穂(杉並区役所　東福祉事務所)　宮脇　達也(通所授産施設　シェア)　高

木　千夏(多摩障がい者支援センター　のーま)　高辻　清長(東京都精神保健福

祉ボランティア連絡協議会)　中村　正利(ラ・ドロン)　中澤　康夫(多摩済生

病院)　小見山　政男(ハートパル花畑)　山本　誠(わかくさ福祉会)　田中　直樹

(情報センターあおば)　鈴木　卓郎(グループホーム　マリム)　戸島　大樹(ク

レージー　キャッツ)　佐野　澄子(グループホーム　なんがい)　金川　洋輔

(サポートセンターきぬた)　東　貴宏(狛江市地域生活支援センター　リヒト)

半田　佳子(よっつの意)　蓮沼　和音(このはの家)　佐藤　あゆみ(ひあたり野

津田)　油谷　弘幸(カトリック教会)　西根　博貴(よっつの意)　加藤　寛之(さ

るびあ生活支援センター)　中村　好孝(桜美林大学)　佐藤　健太(台東区精神

障害者地域生活支援センター　あさがお)　荒木　章太郎(代々木病院)　伊澤

雄一(地域生活支援センター　プラッツ)　伊藤　善尚(地域生活支援センター

あさやけ)　

呼びかけ人・賛同人一覧（順不同）

精神障害者地域生活支援とうきょう会議　設立趣意書

「いま、東京ローカルからの発信を！」

　障害者自立支援法の施行から1年余りが経ち、３障害を一元化した障害福祉の新たなサービス体系は、

地域で暮らす精神障害者とその支援者たちの日々の活動に、大きな変革をもたらそうとしています。

　私たちは、東京を生活圏とする精神障害者の地域生活を支援する者として、自身が身をおく事業種別

の違い、職場、職種の違い、自治体の違いなどによって、生活支援のあり方が輪切りにされてはならな

いと考えています。私たちの支援活動は、ひとりの精神障害者の生活をトータルに捉え、地域社会の中

に彼らの生活の基盤を確保し、支援の輪を広げていくことを目指して行われるものだからです。こ

のことは、自立支援法が施行されても変わることのない、私たちの支援者としての基本的な姿勢です。

　私たちは、すべての人の「生存の平等」ということに基本的な価値を置いて活動していきます。その

実現のためには、精神障害者と共に在り、彼らの権利と利益を守る支援者として、既存の立場の違いを

超えた連帯を組織することが必要であると考えます。私たちはすでに、日々の実践を通じて、「生活支

援」という大きな共通の基盤の上に立っているのです。私たちには、精神障害者福祉のさらなる制度的

拡充と発展のために、より大きな運動を組織する力があるのではないでしょうか。

　いま、私たちは、東京だから見えてきた支援のあり方、東京だから築ける民間と行政のつながり、東

京だから実現できる情報共有や運動の集約性を再認識し、前向きな力に変えていくことが重要です。そ

して、私たちの活動を「東京ローカル」の声として全国に向けて発信することで、この国の精神障害者

福祉を真に必要な水準へと高めていきたいと考えています。

　私たちは、以上のことを実現するための新しい支援者団体として、「精神障害者地域生活支援とうき

ょう会議」をここに発足させます。ここに掲げた趣意に賛同してくれるすべての支援者たちに、私たち

の活動への参加を広く呼びかけます。

＜とうきょう会議は、こんな活動をしていきます＞

１．東京の精神障害者地域生活支援団体の窓口になります。行政の動きや各団体の活動など、必要な情

　　報を即時収集・発信することで、情報の共有化と制度に即応する体制を整えます。

２．東京の地域生活支援の実態を把握し、よりよい支援のあり方を求めて調査・研究を行います。また、

　　研修や実習を通じてそれぞれの団体の活動に対する相互理解と交流を深めます。

３．精神障害者にとって本当に必要な地域生活支援のあり方を、国や東京都に対して政策提言していき

　　ます。精神障害者地域生活支援の「東京モデル」の確立を目指します。

2007年7月21日
精神障害者地域生活支援とうきょう会議

設立賛同人一同
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